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◆◆◆ 領域後半戦にあたって ◆◆◆ 
 

 多くの先生方のご尽力な

らびにご協力のもと、平成

23年度より発足しました新

学術領域研究（研究領域提

案型）「有機分子触媒による

未来型分子変換（領域略

称：有機分子触媒）」もいよ

いよ後半戦を迎えることに

なりました。 

 触媒機能を有する有機小

分子が 2000 年を境に一躍

脚光を浴びるようになり、

organocatalyst（有機分子触

媒）として、世界各国の多くの研究者によって急速な

研究開発が進められています。「有機分子触媒」は学術

的な研究のみならず、産業界での実用化が望まれてお

りますが、触媒活性、反応の多様性等、実践的な合成

プロセスとするには依然として解決すべき多くの問題

を抱えています。本新学術領域では、地球の資源や環

境に可能な限り配慮した持続可能な「モノづくり」の

科学を発展させるため、生体触媒、金属触媒に次ぐ、

第三の触媒として注目を集めている「有機分子触媒」

をキーワードとする研究グループを組織し、総力を挙

げた開発研究を推し進めることで諸問題の解決を図り、

「モノづくり」における革新的な科学技術の開拓を目

標としています。 

「有機分子触媒」に関する日本の研究水準はトップ

レベルにありますが、益々複雑・多様化する医薬品や

機能性材料を地球環境のあらゆる点に配慮しながら大

量かつ安全に効率よく生産するという社会のニーズに

応えるには、革新的な触媒や反応の開発によって「モ

ノづくり」の科学を飛躍的に発展させることが急務と

なっています。そのため「触媒活性」、「取り扱いの容

易さ」、「立体化学制御能」など優れた特性を備えた有

機分子触媒の設計開発はもとより、触媒現象の解明に

よって基質／触媒間の相互作用と活性化の本質を理解

し、金属触媒では成しえない分子変換システムの開拓、

あるいは新手法に基づく分子変換反応の開発が強く望

まれています。これら有機分子触媒と触媒反応系を駆

使した真に優れた分子変換に基づく実践的な合成プロ

セス開発への期待は高まる一方となっています。 

平成 26年度から後半戦を迎える本研究領域は、計画

班・研究代表者 12名に加え、公募班員を昨年度までの

35 名から 55 名へと大幅増員し、総勢 67 名の研究代表

者からなる研究グループとなります（班員は下記「平

成 26－27年度 班員紹介」参照）。班員間を有機的・発

展的に結びつけ、組織的に研究開発を推進することで

「有機分子触媒」を基軸とする有益な知的基盤を共

有・統合化し、学問領域として確固たる地位を確立す

るとともに、革新的な科学技術の開拓に基づいた「モ

ノづくり」の新たな未来像を創出することを目指しま

す。 

 

◆◆◆ 平成 26－27 年度 班員紹介 ◆◆◆ 
 

A01 班「有機分子触媒の制御システム設計開発」 

寺田 眞浩（東北大学大学院理学研究科・教授） 

秋山 隆彦（学習院大学理学部・教授） 

浦口 大輔（名古屋大学大学院工学研究科・准教授） 

山中 正浩（立教大学理学部・教授） 

内丸 忠文（産業技術総合研究所・主任研究員）* 

都築 誠二（産業技術総合研究所・上級主任研究員 ）*  

小笠原 正道（北海道大学触媒化学研究センター・准教授） 

是永 敏伸（岩手大学大学院工学研究科・准教授） 

小西 玄一（東京工業大学大学院理工学研究科・准教授） 

山田 眞二（お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科・教授） 

鳴海 哲夫（静岡大学大学院工学研究科・准教授） 

飯田 拡基（名古屋大学大学院工学研究科・講師） 

波多野 学（名古屋大学大学院工学研究科・准教授） 

中村 修一（名古屋工業大学大学院工学研究科・准教授 ） 

柴富 一孝（豊橋技術科学大学大学院工学研究科・准教授） 

加納 太一（京都大学大学院理学研究科・講師） 

諸熊 奎治（京都大学福井謙一記念研究センター・シニアリサーチフェロー） 

山田 健一（京都大学大学院薬学研究科・准教授） 

村井 健一（大阪大学大学院薬学研究科・助教） 

松原 亮介（神戸大学大学院理学研究科・准教授） 

坂 倉  彰（岡山大学大学院自然科学研究科・教授） 

今田 泰嗣（徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部・教授 ） 

白川 誠司（長崎大学大学院水産環境科学総合研究科・准教授 ） 

田中 富士枝（沖縄科学技術大学院大学生体制御分子創製化学・准教授） 

吉田 雅紀（旭川工業高等専門学校 一般理数科・准教授） 

植田 光洋（大阪府立大学大学院理学系研究科・助教） 

御前 智則（兵庫県立大学大学院物質理学研究科・助教） 

草間 博之（学習院大学理学部・教授） 

矢 内  光（東京薬科大学薬学部・助教） 

坂 田  健（星薬科大学薬学部・准教授） 

*  計画研究 研究分担者 
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A02 班「有機分子触媒による分子変換システム開発」 

北  泰 行（立命館大学薬学部・教授） 

竹本 佳司（京都大学大学院薬学研究科・教授） 

川端 猛夫（京都大学化学研究所・教授） 

根東 義則（東北大学大学院薬学研究科・教授） 

渕辺 耕平（筑波大学数理物質系・准教授） 

荒井 孝義（千葉大学大学院理学研究科・教授） 

金 井  求（東京大学大学院薬学系研究科・教授） 

工藤 一秋（東京大学生産技術研究所・教授） 

西林 仁昭（東京大学大学院工学系研究科・准教授） 

ユー ウージン（東京大学大学院理学系研究科・特任助教 ） 

矢島 知子（お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科・准教授 ） 

松谷 裕二（富山大学・大学院医学薬学研究部・教授 ） 

三宅 由寛（名古屋大学大学院工学研究科・准教授） 

雨 夜  徹（大阪大学大学院工学研究科・助教） 

滝 澤  忍（大阪大学産業科学研究所・准教授） 

南方 聖司（大阪大学大学院工学研究科・教授） 

菅  誠 治（岡山大学大学院自然科学研究科・教授） 

上 條  真（山口大学大学院理工学研究科・准教授） 

徳 永  信（九州大学大学院理学研究院・教授） 

尾野村 治（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科・教授 ） 

田中 正一（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科・教授 ） 

入 江  亮（熊本大学大学院自然科学研究科・教授） 

中 島  誠（熊本大学大学院生命科学研究部・教授） 

 

A03 班「有機分子触媒による実践的有用物質合成」 

林 雄二郎（東北大学大学院理学研究科・教授） 

岩渕 好治（東北大学大学院薬学研究科・教授） 

砂塚 敏明（北里大学大学院感染制御科学府・教授） 

長澤 和夫（東京農工大学大学院工学研究院・教授） 

佐藤 敏文（北海道大学大学院工学研究院・教授） 

根本 哲宏（千葉大学大学院薬学研究院 薬化学研究室・准教授 ） 

瀧 川  紘（東京工業大学大学院理工学研究科・助教 ） 

間瀬 暢之（静岡大学大学院工学研究科・教授） 

岡  夏 央（岐阜大学工学部・准教授） 

渋谷 正俊（名古屋大学大学院創薬科学研究科・講師 ） 

原口 直樹（豊橋技術科学大学大学院工学研究科・准教授 ） 

小槻 日吉三（高知大学総合研究センター・特任教授） 

畑 山  範（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科・教授 ） 

石川 勇人（熊本大学大学院自然科学研究科・准教授 ） 

濱島 義隆（静岡県立大学薬学部・教授） 

鈴木 由美子（上智大学理工学部・准教授） 

 

◆◆◆ イベント報告 ◆◆◆ 
 

日本化学会第 94春季年会 

特別企画「進化する有機分子触媒」 

A01 班 寺田 眞浩（東北大院理） 

 

 日本化学会春季年会において平成 25 年 3 月 27 日

13:30より特別企画「進化する有機分子触媒」を開催し

ました。本新学術領域研究を代表する計画班・公募班

の研究代表者ならびに班員の所属研究室メンバーの若

手 4 名と関連分野から 2 名の若手研究者、さらに海外

から研究者をお招きし、それぞれの最先端研究をご講

演頂きました。本領域ならびに関連分野を代表する若

手の先生方のご講演に相応しく、研究室の熱気がその

まま伝わってくるような内容で、活発な質疑・討論が

交わされました。ご講演頂きました先生方、山中 正浩 

准教授（立教大理）(A01 班)、椴山 儀恵 助教（東北大

院理）(A01 班所属メンバー)、白川 誠司 准教授（京大

院理）(A01 班所属メンバー)、生越 友樹 准教授（金沢

大院自然科学）(関連分野)、波多野 学 准教授（名大院

工）(A01 班)、大久保 敬 准教授（阪大院工）(関連分

野)、Paolo Melchiorre 教授（ICIQ, Spain）(関連分野)の

皆様に改めまして御礼申し上げます。先生方のおかげ

をもちまして多くの方々にご参加頂き、大変な盛況と

なりました。本領域への関心の高さを伺い知るととも

に、「モノづくり」の未来像創出に向けた取り組みの重

要性を再認識する良い機会となりました。 

 

 

 

◆◆◆ トピックス ◆◆◆ 
受賞関連 

①滝澤 忍 准教授 (A02班) が「Development of New 

SPRIX Ligands Having an Effective Asymmetric 

Environment」 の 業 績 に よ り The 17th SANKEN 

International Symposium 2014 Poster Awardを受賞されま

した。 

 

②松原 亮介 准教授 (A01 班) が「外部刺激に応答して

一酸化窒素を放出するフロキサン化合物の創製」の業

績により井上リサーチアウォードを受賞されました。 

 

人事関連 

①原口 直樹 氏(A03 班)が平成 26年 3 月 1 日をもちま

して豊橋技術科学大学・大学院工学研究科・准教授に

ご昇任されました。誠におめでとうございます。原口

准教授のご研究の益々のご発展を祈念しております。 

 

②山中 正浩 氏(A01 班)が平成 26 年 4 月 1 日をもちま

して立教大学・理学部・化学科・反応解析化学グルー

プ・ 教授にご昇任されました。誠におめでとうござい

ます。山中教授のご研究の益々のご発展を祈念してお

ります。 

 

③吉田 雅紀 氏(A01 班)が平成 26 年 4 月 1 日をもちま

して旭川工業高等専門学校・一般理数科・准教授にご

昇任されました。誠におめでとうございます。吉田准

教授のご研究の益々のご発展を祈念しております。 

 

＜写真＞特別企画会場の様子 



④間瀬 暢之 氏(A03 班)が平成 26年 4 月 1 日をもちま

して静岡大学・大学院工学研究科・化学バイオ工学専

攻・教授にご昇任されました。誠におめでとうござい

ます。間瀬教授のご研究の益々のご発展を祈念してお

ります。 

 

◆◆◆ イベントのお知らせ ◆◆◆ 
 

第 4回公開シンポジウム 

（分子活性化–有機分子触媒合同シンポジウム） 

 

主催：新学術領域研究「有機分子触媒による未来型分 

 子変換」総括班 

共催：新学術領域研究「直截的物質変換をめざした分

 子活性化法の開発」総括班 

協賛：日本化学会・日本薬学会・有機合成化学協会 

日時：6 月 20 日（金）9 時 30 分〜6 月 21 日（土）15

 時 30分（予定） 

会場：北海道大学・学術交流会館（札幌市北区北 8

 条西 5 丁目）JR札幌駅下車 徒歩 10分 

 

ポスター発表開催いたします。 

参加費：無料（合同シンポジウム形式ですので、こち

らの登録だけで全てのイベントに参加できます） 

懇親会：6 月 20日（金）18:00～20:00 「札幌アスペン

ホテル：http://www.aspen-hotel.co.jp/」にて。 

会費制 一般：7,000円、ポスドク・学生：3,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  発行・企画編集 新学術領域研究「有機分子触媒による未来型分子変換」事務担当 

  連  絡  先 領域事務担当 秋山隆彦（学習院大学・理学部・教授） 

          takahiko.akiyama@gakushuin.ac.jp  
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